
代表質問を平成19年６月2 8日  
に開会した第２回定例会  
本会議で行いました。 

鈴
木
区
政
を
継
承
し
つ
つ
近
藤
区
政

の
特
色
を
ど
う
出
し
て
い
く
の
か 

【
問
】
鈴
木
区
政
を
ど
の
よ
う
に
継

承
し
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。 

　
ま
た
、
近
藤
区
政
の
特
色
を
ど
の

よ
う
に
出
し
て
い
く
の
か
。 

【
区
長
】
鈴
木
前
区
長
が
２
期
８
年

に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
た
施
策
、
改

革
に
よ
る
足
立
区
の
勢
い
を
受
け
継

ぎ
、
発
展
さ
せ
て
成
果
を
出
し
た
い
。 

　「
協
働
で
築
く
力
強
い
足
立
区
の

実
現
」
と
い
う
基
本
構
想
の
理
念
を

継
承
し
て
い
く
た
め
、
自
ら
が
先
頭

に
立
ち
、
区
民
の
声
を
受
け
止
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
開

か
れ
た
区
政
を
目
指
す
。
区
民
が
誇

り
を
持
ち
幸
せ
を
実
感
で
き
る
「
ふ

る
さ
と
足
立
」
を
創
る
た
め
、
全
力

を
注
ぎ
区
政
運
営
に
努
め
る
。 

　
ま
た
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た

25
項
目
の
実
現
の
た
め
、
基
本
計
画

等
と
の
整
合
、
財
源
の
確
保
、
関
係

機
関
と
の
調
整
等
を
進
め
て
い
く
。 

発
生
主
義
会
計
を
導
入
す
る
上
で
障

害
と
な
る
点
は
何
か 

【
問
】
区
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

「
発
生
主
義
会
計
を
導
入
し
て
、
区

の
財
務
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把

握
し
な
が
ら
健
全
な
財
政
運
営
を
目

指
す
」
と
し
て
い
る
。 

　
現
在
の
単
式
簿
記
、
現
金
主
義
会

計
を
、
企
業
会
計
に
準
拠
し
た
複
式

簿
記
、
発
生
主
義
会
計
に
改
め
る
上

で
障
害
と
な
る
点
は
何
か
。 

　
ま
た
、
何
時
を
目
途
に
改
革
す
る

予
定
な
の
か
。 

【
政
策
経
営
】
発
生
主
義
に
改
め
る

に
は
、
資
産
情
報
の
整
理
が
最
大
の

障
害
と
な
る
。
特
に
土
地
建
物
等
の

有
形
資
産
情
報
は
簿
価
を
基
本
と
し
、

設
備
備
品
等
は
購
入
価
格
の
み
の
管

理
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
減
価
償
却

等
の
経
年
に
わ
た
る
資
産
変
動
が
把

握
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
総
務
省
か

ら
近
々
、
資
産
情
報
の
管
理
に
関
す

る
指
針
が
示
さ
れ
る
予
定
な
の
で
、

そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
関
係
所
管
に

お
い
て
情
報
の
整
理
を
行
っ
て
い
く
。 

　
な
お
、
財
務
書
類
は
、
平
成
21
年

度
の
予
算
編
成
及
び
決
算
調
整
を
目

途
に
整
備
し
て
い
く
。 

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
課
題
は

何
か 

【
問
】「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」

を
今
年
の
10
月
１
日
か
ら
中
学
校
３

年
生
ま
で
全
額
助
成
に
踏
み
切
っ
た

こ
と
は
評
価
す
る
が
、
課
題
も
あ
る
。

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
幼
児
の
自
己

負
担
率
が
３
割
か
ら
２
割
に
変
更
さ

れ
る
が
、
平
年
ベ
ー
ス
の
財
政
支
出

の
見
込
み
は
ど
う
か
。 

　
ま
た
、
先
行
区
で
は
、
無
料
化
に

伴
い
、
医
療
資
源
の
浪
費
と
受
診
率

の
上
昇
が
起
こ
っ
た
と
聞
く
。
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
が
生
じ
な
い
た
め
の
啓

発
活
動
と
、
医
療
資
源
が
浪
費
さ
れ

て
い
な
い
か
ど
う
か
の
検
証
が
必
要

と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
子
育
て
】
平
成
20
年
度
か
ら
の
医

療
制
度
改
正
に
よ
り
、
区
助
成
金
は

約
３
億
円
程
度
減
額
に
な
る
と
試
算

し
て
い
る
の
で
、
０
歳
か
ら
中
学
校

３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
子
ど
も

医
療
費
助
成
事
業
の
平
年
ベ
ー
ス
見

込
額
は
、
24
億
５
千
万
円
と
な
る
。 

　
ま
た
、
先
行
区
の
医
療
費
の
推
移

を
見
る
と
、
初
年
度
に
比
べ
増
加
す

る
傾
向
が
伺
え
る
。
医
療
資
源
が
浪

費
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
証
は

か
な
り
難
し
い
課
題
で
あ
る
。 

　
医
療
費
の
推
移
に
問
題
意
識
を
持

ち
続
け
、
医
療
費
の
状
況
や
区
負
担

額
を
区
民
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
関
す
る
意

識
啓
発
に
努
め
た
い
。 

労
働
環
境
を
改
善
す
る
た
め
臨
時
職

員
の
賃
金
を
見
直
す
必
要
が
あ
る 

【
問
】
区
内
の
労
働
環
境
を
改
善
す

る
と
い
う
視
点
か
ら
、
区
が
雇
用
す

る
臨
時
職
員
の
賃
金
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
総
務
】
区
内
の
労
働
環
境
を
改
善

し
て
い
く
視
点
か
ら
も
、
区
が
雇
用

す
る
臨
時
職
員
の
賃
金
の
適
正
化
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

　
今
後
、
地
方
公
務
員
法
に
定
め
る

常
勤
職
員
の
「
情
勢
適
応
の
原
則
」

に
準
じ
て
、
臨
時
職
員
の
賃
金
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。 

足
立
区
の
地
域
資
源
で
あ
る
「
桜
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
あ
る 

【
問
】
桜
の
名
所
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
桜
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
り
、

区
外
の
主
要
な
各
駅
に
桜
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
て
は
ど
う
か
。 

【
産
業
経
済
】
桜
マ
ッ
プ
や
桜
ポ
ス

タ
ー
等
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
は
、
区
の

観
光
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
た
め
に
も

大
変
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
作
成
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。 

観
光
振
興
の
た
め
ホ
テ
ル
を
誘
致
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か 

【
問
】
観
光
振
興
を
す
る
上
で
ど
う

し
て
も
欠
か
せ
な
い
も
の
は
、
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
）
で
あ
る
。
バ
ン
ケ
ッ

ト
付
ホ
テ
ル
と
な
る
と
北
千
住
駅
の

他
に
適
地
は
な
い
。
特
に
、
東
口
は

大
規
模
再
開
発
が
行
わ
れ
る
予
定
と

聞
い
て
い
る
の
で
、
念
願
の
ホ
テ
ル

を
誘
致
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

【
都
市
整
備
】
課
題
と
し
て
は
、
バ

ン
ケ
ッ
ト
付
ホ
テ
ル
の
誘
致
は
、
採

算
性
や
市
場
予
測
が
難
し
い
こ
と
、

ま
た
、
土
地
所
有
者
で
あ
る
日
本
た

ば
こ
産
業
株
式
会
社
が
、
平
成
20
年

度
中
の
土
地
売
却
を
予
定
し
て
お
り
、

時
間
的
制
約
等
が
あ
る
。 

　
し
か
し
、
地
元
か
ら
は
バ
ン
ケ
ッ

ト
付
ホ
テ
ル
へ
の
強
い
要
望
が
あ
る

の
で
、
北
千
住
駅
東
口
の
開
発
に
併

せ
た
ホ
テ
ル
誘
致
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。 

東
京
芸
大
・
東
京
未
来
大
学
に
続
く

大
学
誘
致
の
計
画
は
あ
る
の
か 

【
問
】
東
京
芸
大
、
東
京
未
来
大
学

の
誘
致
に
続
く
、
第
三
・
第
四
の
大

学
誘
致
の
計
画
は
あ
る
の
か
。 

【
資
産
管
理
】
大
学
誘
致
は
、
今
ま

で
の
誘
致
の
経
験
を
踏
ま
え
、
大
学

と
の
協
働
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
第
三
の
大
学
誘
致
と
し
て
、
旧
元

宿
小
学
校
と
旧
千
住
児
童
館
・
老
人

館
の
跡
地
に
つ
い
て
、
事
業
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
を
７
月
上
旬
に
実
施
す
る
。 

生
活
保
護
の
「
稼
働
能
力
判
定
会
議
」

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か 

【
問
】「
稼
働
能
力
判
定
会
議
」
で
は
、

働
け
る
か
ど
う
か
を
複
数
の
医
師
や

社
会
福
祉
士
、
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
で
判
定
す
る
が
、
区
は
こ
の
取

り
組
み
に
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。 

【
福
祉
】
平
成
17
年
９
月
に
厚
生
労

働
省
が
、
当
区
の
就
労
支
援
を
視
察

し
、
平
成
19
年
１
月
の
全
国
厚
生
労

働
関
係
部
局
長
会
議
に
お
け
る
平
成

19
年
度
運
用
方
針
の
中
で
、
当
区
の

就
労
支
援
策
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
稼

働
能
力
判
定
会
議
」
を
設
置
す
る
よ

う
全
国
の
各
自
治
体
に
指
示
し
た
。 

　
こ
の
こ
と
は
、
当
区
に
お
け
る
就

労
支
援
策
の
水
準
の
高
さ
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
に
高
度
で

精
緻
か
つ
効
果
的
な
就
労
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
き
た
い
。 

生
活
保
護
制
度
を
改
正
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か 

【
問
】
怪
我
や
病
気
が
治
っ
て
も
自

立
し
よ
う
と
し
な
い
理
由
に
、
生
活

保
護
の
受
給
額
が
年
金
受
給
額
を
上

回
る
か
ら
と
か
、
再
就
職
し
て
も
受

給
額
を
上
回
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
自

立
し
な
い
ほ
う
が
良
い
等
の
声
を
よ

く
聞
く
。
制
度
そ
の
も
の
を
改
正
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

【
福
祉
】
生
活
扶
助
額
が
、
国
民
年

金
額
等
よ
り
高
額
な
こ
と
は
、
自
立

促
進
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
、

制
度
の
改
正
が
必
要
と
考
え
る
。 

　
厚
生
労
働
省
の
報
告
書
の
中
で
も
、

生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
の
必
要
性

を
指
摘
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
昨
年
11
月
に
全
国
知
事
会

と
特
別
区
の
区
長
会
を
含
む
全
国
市

長
会
が
、
国
に
対
し
て
制
度
の
改
正

を
要
請
し
て
い
る
。 

保
育
料
や
学
校
給
食
費
の
未
納
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か 

【
問
】
支
払
能
力
が
あ
っ
て
も
保
育

料
や
学
校
給
食
費
を
払
わ
な
い
保
護

者
へ
の
対
応
と
、
時
効
制
度
に
対
す

る
見
解
を
伺
う
。 

【
子
育
て
】
保
育
園
か
ら
の
督
促
状

手
渡
し
に
よ
る
納
付
指
導
や
、
徴
収

嘱
託
員
に
よ
る
訪
問
徴
収
等
を
実
施

し
、
収
納
促
進
に
努
め
て
い
る
。 

　
ま
た
、
悪
質
な
未
納
者
に
は
、
差

し
押
さ
え
も
実
施
し
、
５
年
の
時
効

に
至
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。 

　
給
食
費
は
、
各
学
校
ご
と
の
給
食

会
計
で
管
理
し
て
い
る
の
で
、
時
効

は
、
私
債
権
の
例
に
よ
り
２
年
の
取

り
扱
い
と
な
る
。 

　
未
納
が
あ
っ
た
場
合
は
、
給
食
費

納
入
通
知
の
送
付
や
保
護
者
と
の
面

談
、
家
庭
訪
問
等
を
行
い
、
滞
納
の

防
止
に
努
め
て
い
る
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
ど
の
よ
う

な
内
容
な
の
か 

【
問
】
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
の
算
定
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。
そ
し
て
、
現
在
の
モ
デ
ル
試
案

で
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。 

　
ま
た
、
広
域
連
合
発
足
後
の
、
区

の
役
割
は
何
か
。 

　
導
入
時
は
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
が
、
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安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

　
　
　
　
　
安
全
な
街
足
立
区 

自
由
民
主
党 

古
性
　
重
則
　
議
員 


